
　
　
①
新
中
学
校
独
自
の
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
設
置
、
成
器
西

小
学
校
の
連
携
で
の
新
中
学
校
建

設
に
つ
い
て
伺
う
。

　
②
県
会
議
員
が
併
設
に
つ
い

て
市
が
望
ん
で
い
る
か
の
よ
う
に

県
会
で
質
問
し
た
の
は
ど
う
し

て
か
。

　
　
①
中
高
併
設
に
伴
う
体
育
館

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
市

民
意
見
交
換
会
等
で
高
志
中
高
校

と
の
比
較
か
ら
面
積
や
生
徒
数
的

に
可
能
だ
が
、
工
夫
と
調
整
は
必

要
と
な
る
旨
の
説
明
を
し
て
き
て

お
り
、
議
員
ご
提
案
の
中
学
校
独

自
の
体
育
館
の
設
置
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
保
有
は
困
難
と
考
え
る
。

 

ま
た
、
成
器
西
小
学
校
と
勤
労

者
体
育
館
跡
地
を
活
用
し
た
新
中

学
校
の
提
案
は
、
そ
の
中
で
中
学

校
専
用
の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
が
不
可
能
で
あ
る
等
の
問

題
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
②
議
員
本
人
は
、
県
に
お
け
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
た

が
、
決
し
て
こ
の
構
想
が
勝
山
市

で
決
定
し
た
と
の
前
提
で
の
質
問

で
は
な
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　
勝
山
市
指
定
文
化
財
史
跡
小

笠
原
家
累
代
廟
所
の
修
繕
・
保
全
・

今
後
の
活
用
研
究
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

　
　
小
笠
原
家
の
廟
所
が
あ
る
開

善
寺
の
管
理
者
に
お
聞
き
す
る

と
、
長
年
に
わ
た
る
市
内
の
障
害

者
グ
ル
ー
プ
や
観
光
ガ
イ
ド
、
地

域
の
方
々
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
活
動
等
に
よ
り
、
江
戸
時
代

か
ら
の
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
と

い
う
。

　
基
本
的
に
全
て
の
文
化
財
は
、

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
責
任
に

お
い
て
管
理
さ
れ
、
修
繕
が
必
要

な
場
合
は
、
勝
山
市
文
化
財
補
助

金
の
活
用
を
提
案
し
て
い
る
。

　
市
で
は
、
小
笠
原
家
の
廟
所
が

開
善
寺
の
管
理
下
に
あ
る
と
同
時

に
個
人
の
墓
と
し
て
の
位
置
付
け

が
あ
る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
、

管
理
者
や
関
係
団
体
等
と
廟
所
の

修
繕
・
保
全
・
活
用
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
非
常
に
感
染
力
を
持
つ
デ
ル

タ
株
は
、
通
常
の
ウ
イ
ル
ス
よ
り

も
２
倍
か
ら
３
倍
の
感
染
力
を

持
っ
て
い
る
。

　
第
５
波
だ
け
で
１
０
０
０
人
を

超
え
て
い
る
福
井
県
。
９
月
７
日

現
在
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、

12
歳
以
上
の
対
象
者
約
70
万
人
の

う
ち
、
２
回
接
種
し
た
人
は
約
41

万
人
、
１
回
接
種
し
た
人
は
約
50

万
人
。

　
３
日
の
発
表
で
は
、
感
染
者
の

約
94
％
が
未
接
種
で
、
そ
の
う
ち

30
歳
ま
で
が
64
％
を
占
め
、
20
代

の
感
染
者
割
合
26
％
が
最
も
多

か
っ
た
。

　
65
歳
以
上
の
人
が
９
割
近
く
２

回
の
接
種
を
終
え
た
一
方
、
40
歳

未
満
の
人
の
割
合
は
４
割
に
満
た

な
い
中
、
早
く
接
種
予
約
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
る
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
質
問
し
た
い
。

　
①
勝
山
市
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
②
コ
ロ
ナ
経
済
対
策
と
し
て
飲

食
店
等
の
支
援
は
ど
う
か
。

　
③
希
望
者
の
接
種
後
の
全
体
的

な
緩
和
は
ど
う
か
。

　
　
①
９
月
13
日
現
在
、
12
歳
以

上
の
対
象
者
２
万
７
１
９
人
の
う

ち
、
１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
１

万
６
８
０
１
人
で
81･

１
％
、
２
回

目
を
接
種
し
た
人
は
１
万
５
４
５

２
人
で
74･

５
％
。
40
歳
未
満
で
は
、

１
回
目
を
接
種
し
た
人
は
59･

６
％
、
２
回
目
を
接
種
し
た
人
は

44･

９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
食
事
代
か
ら
２
０
０
０
円
を

割
り
引
く
「
お
座
敷
体
験
ク
ー
ポ

ン
券
」
は
、
９
月
末
ま
で
期
間
を

延
長
し
て
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
現
在
発
行
を
中
断
し
て
い

る
30
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
お
食

事
券
の
発
行
に
つ
い
て
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
資
金
償
還
支
援

補
助
金
の
実
施
や
、
電
子
マ
ネ
ー

決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の
観

光
バ
ス
活
用
等
、
飲
食
店
以
外

へ
の
業
種
に
も
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
③
政
府
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

進
展
を
見
据
え
、
９
月
９
日
に
行

動
宣
言
緩
和
に
向
け
た
「
基
本
的

方
向
性
」
を
決
定
し
た
。
希
望
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
を
目
指
す

11
月
ご
ろ
を
念
頭
に
、
接
種
証
明

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
陰
性
証
明
を

活
用
し
た
緊
急
事
態
宣
言
下
で
も

飲
食
店
の
酒
類
提
供
や
県
を
ま
た

ぐ
移
動
の
容
認
、
大
規
模
イ
ベ
ン

ト
の
人
数
制
限
も
緩
和
す
る
内
容

で
、
制
限
緩
和
は
段
階
的
に
行
い
、

国
民
的
な
議
論
を
踏
ま
え
具
体
化

を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
勝
山
市
に
お
い
て
も
、
引
き
続

き
国
、
県
の
方
針
を
注
視
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
こ
の
補
助
制
度
は
、
補
助
率

が
８
割
、
最
大
５
０
０
万
円
で
、
10

名
の
申
請
者
に
総
額
３
９
０
０
万

円
（
最
大
５
０
０
万
円
の
申
請
者

２
名
、
最
小
１
８
０
万
円
の
申
請

者
１
名
）を
補
助
し
て
い
る
。
市
内

多
く
の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
飲
食

店
や
そ
の
他
の
事
業
者
に
と
っ

て
、こ
の
政
策
は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し

て
公
平
で
有
効
な
の
か
。
本
制
度

の
申
請
内
容
の
説
明
と
進
捗
状

況
、
お
よ
び
事
業
の
検
証
作
業
の

有
無
を
伺
う
。

　
　
申
請
者
は
、
商
工
会
議
所
や

金
融
機
関
の
指
導
の
も
と
補
助
申

請
書
や
事
業
計
画
書
を
提
出
し
、

そ
の
事
業
効
果
や
継
続
性
等
を
商

業
活
性
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
っ

て
審
査
・
評
価
さ
れ
、
必
要
に
応

じ
て
事
業
内
容
を
再
検
討
し
た
う

え
で
見
積
書
等
を
添
付
し
、
正
式

に
申
請
す
る
こ
と
と
な
る
。
現

在
、
全
て
の
申
請
者
の
交
付
決
定

を
終
え
、
申
請
者
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
製
作
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
事
業
の
補
助
要
件
と
し
て
、

令
和
４
年
度
か
ら
３
年
間
の
取
組

実
施
状
況
や
経
営
状
況
等
の
報
告

書
の
提
出
を
お
願
い
し
て
お
り
、

そ
の
経
過
報
告
書
を
も
っ
て
検
証

を
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
　
こ
の
３
年
間
、
加
入
者
へ
の

負
担
軽
減
の
質
問
に
は
毎
回
、
将

来
予
想
さ
れ
る
保
険
税
率
の
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
使
用
す
る
と
市

は
答
弁
し
て
き
た
が
、
現
在
、
自

営
業
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

売
り
上
げ
が
激
減
し
、
高
い
国
民

健
康
保
険
税
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
国
に
は
公
費
の
増
額
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
国
保
基
金
の
一
部

を
、
早
急
な
加
入
者
救
済
対
応
と

し
て
、
加
入
者
１
人
当
た
り
１
万

円
を
減
額
す
る
た
め
に
使
用
で
き

な
い
か
。

　
　
国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
、

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
令

和
７
年
度
ま
で
の
間
、
加
入
者
数

の
減
少
や
加
入
者
の
高
齢
化
割
合

の
変
化
等
で
、
保
険
税
収
入
や
前

期
高
齢
者
交
付
金
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。
反
面
、
一
人
当
た
り
の

保
険
給
付
額
や
後
期
高
齢
者
支
援

金
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

加
入
者
の
負
担
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
平
成
30
年
度
の
制
度
改
正
後
、

基
金
を
取
り
崩
さ
ず
繰
越
金
を
活

用
し
て
加
入
者
の
負
担
増
加
の
抑

制
を
図
っ
て
き
た
が
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
一
人
当
た
り
の
負
担
が

急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
確
実
視

さ
れ
て
お
り
、
必
然
的
に
基
金
を

取
り
崩
し
て
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
、
経
済

的
な
理
由
で
生
理
用
品
を
買
え
な

い
「
生
理
の
貧
困
」
が
社
会
問
題

化
し
て
い
る
。
困
窮
す
る
女
性
や

子
ど
も
を
支
援
す
る
た
め
、
生
理

用
品
の
無
償
配
布
を
通
し
て
、

困
っ
て
い
る
女
性
の
背
景
に
向
き

合
い
、
悩
み
に
寄
り
添
う
支
援
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
的
な

理
由
に
加
え
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク

ト
等
、
家
庭
環
境
の
深
刻
さ
が
背

景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
市
で
は「
生
理
の
貧
困
」
だ
け
に

特
化
し
た
支
援
で
は
な
く
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
る
家
庭
を
要
保
護

児
童
対
策
協
議
会
で
取
り
上
げ
、

要
保
護
家
庭
と
し
て
把
握
し
、
支

援
し
て
い
る
。

　
現
在
、
生
理
用
品
が
買
え
な

い
と
い
っ
た
相
談
は
な
い
が
、
必

要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
種
相
談
窓
口
に
関
す
る
情
報

発
信
や
各
種
支
援
制
度
を
掲
載
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
っ

て
い
る
。

　
な
お
、
市
内
の
小
・
中
・
高
校

で
は
、
生
理
用
品
を
忘
れ
た
り
、

困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
保
健
室
で
対

応
し
て
い
る
。

　
　
日
本
の
地
方
は
今
、
ど
こ
も

少
子
高
齢
化
に
人
口
減
少
と
い
う

課
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が「
縮
充
」

と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
こ
れ

は
、「
人
口
こ
そ
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
住
ん
で
い
る
人
々
は
む
し
ろ

充
実
し
て
い
る
」
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
の
考
え
で
あ
る
。

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

例
え
人
口
減
少
が
進
ん
で
も
、一

人
一
人
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
縮
小
し
な
が
ら
も
充
実
し
た

地
域
を
つ
く
り
、
人
生
を
送
る
た

め
に
は
、
年
齢
、
性
別
等
の
分
け

隔
て
な
い
多
く
の
市
民
等
の
参
画

の
機
会
と
実
践
に
つ
い
て
地
域
の

中
で
真
剣
に
取
り
組
み
、
行
政
は

そ
れ
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
ち
に
楽
し

さ
が
生
ま
れ
、
や
が
て
は
移
住
・

定
住
促
進
に
も
繋
が
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

一般質問Q&A

● 新型コロナウイルス対策について ● 「生理貧困」に寄り添う支援について
● 人口減少でも充実して活きられる縮充のまち
   づくりについて　他

● 勝山市立中学校再編計画（案）について
● 自然と歴史文化遺産を活かしたまちづくり

● キッチンカー補助制度について
● 国民健康保険税について　他

び
ょ
う
し
ょ

安
岡
孝
一
議
員
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